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  資料 １ 

 

北海道の人口と世帯 

 

 

データ出所 

総務省 国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所 将来推計人口、総務省 住民基本台帳

に基づく人口、人口動態及び世帯数を基に GD Freak!が作成 
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HOME›保健福祉部›福祉局高齢者保健福祉課›地域包括ケアシステムの推進 

ページ内目次 

• 地域包括支援センター  

• 地域支援事業 

• 保険者機能の強化 

• 医療と介護の連携 

• 介護予防・重度化防止の推進 

• その他関連情報 

 全国を上回るスピードで高齢化が進む本道において、介護が必要になっても住み

慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるよう、道では、住まい・医療・介

護・予防・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」を推進するた

めの取組を進めています。 

►地域包括ケアシステム（厚生労働省関連ページリンク）  

►道内の地域包括ケアシステム取組事例集 

地域包括支援センター 

 地域包括ケアシステムの実現には、介護サービスをはじめ、様々なサービスが高

齢者のニーズや状況の変化に応じて、切れ目なく提供される必要があります。 

 こうした高齢者の生活を支える役割を果たす総合機関として「地域包括支援セン

ター」は道内全ての市町村に設置されています。 

►詳細はこちら（設置状況一覧、研修会） 

地域支援事業 

 市町村では、地域包括ケアシステムの実現に向けて、高齢者の社会参加・介護

予防に向けた取組、配食・見守り等の生活支援体制の整備、在宅生活を支える医

療と介護の連携及び認知症の方への支援の仕組み等を一体的に推進しながら高

齢者を地域で支えていく体制を構築するため、地域支援事業を実施しています。 

►総合事業における事業所評価加算について 

►介護予防・日常生活支援総合事業（厚生労働省関連ページリンク）  

資料２・３
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保険者機能の強化 

 平成 29 年地域包括ケア強化法において、高齢者の自立支援・重度化防止等に

向けた保険者の取組や都道府県による保険者支援の取組が全国で実施されるよ

う、PDCA サイクルによる取組が制度化されています。この一環で、国においては、

自治体への財政的インセンティブとして、市町村や都道府県の様々な取組の達成

状況を評価できるよう客観的な指標を設定し、市町村や都道府県の高齢者の自立

支援、重度化防止等に関する取組を推進するための保険者機能強化推進交付金

を創設しています。令和２年度には、公的保険制度における介護予防の位置づけ

を高めるため、介護保険保険者努力支援交付金（社会保障の充実分）が創設され、

介護予防・健康づくり等に資する取組を重点的に評価することにより配分基準のメ

リハリ付けを強化しています。 

 道では、この保険者機能強化推進交付金等の評価結果を活用し、市町村の実状

及び地域課題の分析を行い、高齢者の自立支援及び重度化防止等に向けた取組

を支援しています。 

►保険者機能強化推進交付金及び介護保険保険者努力支援交付金（厚生労働省

関連ページリンク）  

医療と介護の連携 

 医療と介護の連携は地域包括ケアシステム構築の重要な役割の一つであり、平

成 27 年度（2015 年度）には、「在宅医療・介護連携推進事業」が市町村の地域支

援事業として位置づけられ、平成 30 年度（2018 年度）からは道内全ての市町村で

実施されています。 

 道では、医療・介護連携の充実に向け、介護関係職員の資質向上に係る支援や、

在宅医療・介護連携コーディネーターの育成等を行っています。 

►介護関係職員医療連携支援事業 

►在宅医療・介護連携コーディネーター研修（令和６年度研修は終了しました） 

►「医療と介護の連携に関する意見交換会」の開催 

►医療と介護の一体的な改革（厚生労働省関連ページリンク）  

資料２・３

4

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_17527.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_17527.html
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/khf/iryourenkei/153338.html
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/khf/houkatukea/iryou_kaigo-renkei.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000060713.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_17527.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000060713.html


介護予防・重度化防止の推進 

 高齢者がその有する能力に応じ自立した生活を営むためには、要介護状態等の

予防が重要です。 

 介護予防を進めるに当たっては、高齢者の心身の状態が自立、フレイル※、要支

援、要介護、またその状態が可変であるというように、連続的に捉えて支援すると

いう考え方に立って行う必要があります。 

 

 ※「フレイル」とは、「要介護状態に至る前段階として位置づけられるが、身体的脆

弱性のみならず精神心理的脆弱性などの多面的な問題を抱えやすく、自立障害や

死亡を含む健康障害を招きやすいハイリスク状態を意味する。」と日本老年医学会

により定義されています。 

►フレイル予防 

►介護予防（厚生労働省関連ページリンク）  

その他関連情報 

高齢者等終身サポート事業者ガイドライン 

 近年、「高齢者等終身サポート事業※」を行う事業者が増加しており、今後、当該

事業のニーズも増加が見込まれる中、業務の内容が民事法や社会保障関係法に

広くまたがることから、国において、遵守すべき法律上の規定や留意すべき事項等

を関係省庁横断で整理したガイドラインを策定しました。 

※病院への入院や介護施設等への入所の際の手続支援、日用品の買い物などの

日常生活の支援、葬儀や死後の財産処分などの死後事務等について、家族・親族

に代わって支援する事業。 

►「高齢者等終身サポート事業者ガイドライン」の策定について（国通知）  

►高齢者等終身サポート事業者ガイドライン（厚生労働省関連ページリンク）  

カテゴリ 

• 高齢者施策 

福祉局高齢者保健福祉課のカテゴリ 

資料２・３
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• 地域包括ケアシステム 

このページに関するお問い合わせ 

 

 

 

保健福祉部福祉局高齢者保健福祉課地域支援係 

〒060-8588札幌市中央区北 3条西 6丁目 

TEL : 011-204-5275 

FAX : 011-232-8308 
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令和６年度学校基本調査結果のポイント  

Ⅰ．学校数、在学者数、教員数 

資料４
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令和６（2024）年度私立大学入学志願動向 

社会科学系学部の５年間における「志願倍率」「充足率」 

 

 
 

 

 
 

 ※ 日本私立学校振興・共済事業団私学経営情報センター集計 
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資料６高等教育機関への進学率 
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2024 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）参考資料（5/11）より抜粋 
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Vol.119
2024年2月号マーケットリポート2023

18歳人口予測
大学・短期大学・専門学校進学率
地元残留率の動向

北海道版

【将来予測 2023～2035年】
▶18歳人口予測 P2～P３
・2023年42,489人→2035年34,669人（7,820人減少）

【経過推移：2014年～2023年】
▶進学者数・進学率 （現役）の推移 P4～P6
進学者数
・大学は、2014年15,480人→2023年17,603人（2,123人増加）と、13.7％増加
・短期大学は、2014年２,333人→2023年1,187人（1,146人減少）と、49.1％減少
・専門学校は、2014年10,385人→2023年8,404人（1,981人減少）と、19.1%減少

進学率（現役）
・大学は、2014年35.5％→2023年48.1％（12.6ポイント上昇）
・短期大学は、2014年5.4％→2023年3.2％（2.2ポイント低下）
・専門学校は、2014年23.8％→2023年23.0％（0.8ポイント低下）

▶地元残留率の推移 P7～P8
・大学は、2014年68.4％→2023年65.6％（2.8ポイント低下）
・短期大学は、2014年89.5％→2023年86.5％（3.0ポイント低下）

▶北海道エリア概要（全体） P9

■分析・データについて
① 18歳人口予測は、文部科学省「学校基本調査」より、以下の通り定義して算出した。

・ 18歳人口＝3年前の中学校卒業者及び中等教育学校前期課程修了者数と義務教育学校卒業者数

・ 中学校卒業者数＝高校生＋フリーター＋就職者 全て含む

② 表内の「年」に属する18歳とは、その年の3月に卒業を迎える高校3年生を指す。

③ 表内の「指数」とは、グラフ開始年の値を100とおいた際の値を示す。

④ 卒業者数とは、高等学校を卒業した人数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）。

⑤ 進学者数とは、高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校（※）に進学した人数。

⑥ 進学率（現役）とは、進学者数（大学・短期大学・専門学校（※））÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）で

算出した。

⑦ 残留率とは、自県内（地元）の大学・短期大学入学者数のうち自県内（地元）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）。

⑧ 図表で利用している百分率（%）は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、数値の和が100.0にならない場合がある。

※専門学校＝専修学校専門課程

【本件に関するお問い合わせ先】
株式会社リクルート リクルート進学総研 https://souken.shingakunet.com/
※データ等を引用される場合は出典（「リクルート進学総研」）を明記いただきますようお願いいたします。

資料６
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2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年

人数 42,489 41,008 41,857 41,168 41,019 40,126 40,032 39,231 38,192 37,974 36,959 36,612 34,669

指数 100.0 96.5 98.5 96.9 96.5 94.4 94.2 92.3 89.9 89.4 87.0 86.2 81.6

人数 1,097,416 1,063,451 1,090,562 1,092,664 1,085,148 1,069,005 1,066,810 1,050,986 1,035,215 1,024,042 1,013,894 1,005,714 970,429

指数 100.0 96.9 99.4 99.6 98.9 97.4 97.2 95.8 94.3 93.3 92.4 91.6 88.4

北海道

全国

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

0

20,000

40,000

60,000
（指数）（18歳人口：人） 北海道 全体=2023年を100とした値

■2023年42,489人→2035年34,669人（7,820人減少）

・北海道は7,820人・18.4%減少し、全国の減少率11.6%を6.8ポイント上回る。
・2024年に41,008人まで減少した後、2025年に849人増加。
・2026年から再び減少に転じ、2035年に34,669人となる。

18歳人口予測 （全体：北海道：2023～2035年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
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3

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年

人数 20,946 20,041 20,305 20,201 20,110 19,486 19,554 19,365 18,704 18,571 17,995 17,923 16,999

指数 100.0 95.7 96.9 96.4 96.0 93.0 93.4 92.5 89.3 88.7 85.9 85.6 81.2

人数 536,904 519,493 533,094 532,827 531,037 522,507 520,431 514,220 505,975 500,501 494,711 492,549 473,835

指数 100.0 96.8 99.3 99.2 98.9 97.3 96.9 95.8 94.2 93.2 92.1 91.7 88.3

北海道

全国

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

0

10,000

20,000

30,000

（指数）
（18歳人口：人）

北海道 女子=2023年を100とした値

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年

人数 21,543 20,967 21,552 20,967 20,909 20,640 20,478 19,866 19,488 19,403 18,964 18,689 17,670

指数 100.0 97.3 100.0 97.3 97.1 95.8 95.1 92.2 90.5 90.1 88.0 86.8 82.0

人数 560,512 543,958 557,468 559,837 554,111 546,498 546,379 536,766 529,240 523,541 519,183 513,165 496,594

指数 100.0 97.0 99.5 99.9 98.9 97.5 97.5 95.8 94.4 93.4 92.6 91.6 88.6

北海道

全国

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

0

10,000

20,000

30,000

（指数）（18歳人口 ：人） 北海道 男子=2023年を100とした値

■男子：2023年21,543人→2035年17,670人（3,873人減少）
・男子は3,873人・18.0%減少し、全国の減少率11.4%を6.6ポイント上回る。
・2024年に20,967人まで減少し、2025年に585人増加。
・2026年から再び減少に転じ、2035年に17,670人となる。

■女子：2023年20,946人→2035年16,999人（3,947人減少）
・女子は3,947人・18.8%減少し、全国の減少率11.7%を7.1ポイント上回る。
・2024年に20,041人まで減少し、2025年に264人増加。
・2026年に再び減少に転じ、2029年に微増した後翌年から減少、2035年に16,999人となる。

18歳人口予測 （男女別：北海道：2023～2035年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
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■10年で大学進学率が12.6ポイント上昇、進学者数は2,123人増加
短期大学・専門学校の進学率はそれぞれ2.2ポイント、0.8ポイント低下し、
進学者数もそれぞれ1,146人、1,981人減少

進学者数
・大学は、2014年15,480人→2023年17,603人（2,123人増加）と、13.7％増加。
・短期大学は、2014年２,333人→2023年1,187人（1,146人減少）と、49.1％減少。
・専門学校は、2014年10,385人→2023年8,404人（1,981人減少）と、19.1%減少。
進学率（現役）
・大学は、2014年35.5％→2023年48.1％（12.6ポイント上昇）。
・短期大学は、2014年5.4％→2023年3.2％（2.2ポイント低下） 。
・専門学校は、2014年23.8％→2023年23.0％（0.8ポイント低下）。

進学者数・進学率（現役）の推移 （全体：北海道：2014～2023年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・卒業者数 ：高等学校卒業した人数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校（※）に進学した人数
・進学率（現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校（※））÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）
※専門学校＝専修学校専門課程

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

卒業者数 43,574 43,640 42,908 42,559 41,086 40,458 40,199 39,423 38,408 36,588

大学 15,480 16,042 16,206 16,618 16,475 16,625 17,232 17,353 17,821 17,603

進学者数 短期大学 2,333 2,315 2,256 2,216 2,080 1,954 1,848 1,585 1,416 1,187

専門学校 10,385 10,350 9,585 9,321 8,901 8,766 8,669 9,362 8,757 8,404

大学 35.5 36.8 37.8 39.0 40.1 41.1 42.9 44.0 46.4 48.1

進学率 短期大学 5.4 5.3 5.3 5.2 5.1 4.8 4.6 4.0 3.7 3.2

（現役） 専門学校 23.8 23.7 22.3 21.9 21.7 21.7 21.6 23.7 22.8 23.0

北海道
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40.0

60.0

0

10,000

20,000

30,000

40,000

進学率:現役（％）進学者数（人）

全体_大学進学者数 全体_短期大学進学者数 全体_専門学校進学者数

全体_大学進学率（現役） 全体_短期大学進学率（現役） 全体_専門学校進学率（現役）
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2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

卒業者数 21,788 22,182 21,550 21,410 20,711 20,376 20,166 19,873 19,295 18,422

大学 8,824 9,212 9,096 9,260 9,227 9,252 9,526 9,533 9,699 9,501

進学者数 短期大学 309 275 263 272 229 230 208 150 135 133

専門学校 4,079 3,986 3,672 3,477 3,319 3,248 3,252 3,573 3,326 3,226

大学 40.5 41.5 42.2 43.3 44.6 45.4 47.2 48.0 50.3 51.6

進学率 短期大学 1.4 1.2 1.2 1.3 1.1 1.1 1.0 0.8 0.7 0.7

（現役） 専門学校 18.7 18.0 17.0 16.2 16.0 15.9 16.1 18.0 17.2 17.5

北海道
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5,000

10,000

15,000

20,000

進学率:現役（％）進学者数（人）

男子_大学進学者数 男子_短期大学進学者数 男子_専門学校進学者数

男子_大学進学率（現役） 男子_短期大学進学率（現役） 男子_専門学校進学率（現役）

■男子では、進学率は大学のみ11.1ポイント上昇（2014年40.5%→2023年51.6%）
一方、短期大学で0.7ポイント低下（2014年1.4％→2023年0.7％）、
専門学校も1.2ポイント低下（2014年18.7％→2023年17.5％）

進学者数
・大学は、2014年8,824人→2023年9,501人（677人増加）と、7.7％増加。
・短期大学は、2014年309人→2023年133人（176人減少）と、57.0％減少。
・専門学校は、2014年4,079人→2023年3,226人（853人減少）と、20.9％減少。
進学率（現役）
・大学は、2014年40.5％→2023年51.6％（11.1ポイント上昇）。
・短期大学は、2014年1.4％→2023年0.7％（0.7ポイント低下） 。
・専門学校は、2014年18.7％→2023年17.5％（1.2ポイント低下）。

進学者数・進学率（現役）の推移 （男子：北海道：2014～2023年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・卒業者数 ：高等学校卒業した人数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校（※）に進学した人数
・進学率（現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校（※））÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）
※専門学校＝専修学校専門課程
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2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

卒業者数 21,786 21,458 21,358 21,149 20,375 20,082 20,033 19,550 19,113 18,166

大学 6,656 6,830 7,110 7,358 7,248 7,373 7,706 7,820 8,122 8,102

進学者数 短期大学 2,024 2,040 1,993 1,944 1,851 1,724 1,640 1,435 1,281 1,054

専門学校 6,306 6,364 5,913 5,844 5,582 5,518 5,417 5,789 5,431 5,178

大学 30.6 31.8 33.3 34.8 35.6 36.7 38.5 40.0 42.5 44.6

進学率 短期大学 9.3 9.5 9.3 9.2 9.1 8.6 8.2 7.3 6.7 5.8

（現役） 専門学校 28.9 29.7 27.7 27.6 27.4 27.5 27.0 29.6 28.4 28.5

北海道

0.0
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進学率:現役（％）進学者数（人）
女子_大学進学者数 女子_短期大学進学者数 女子_専門学校進学者数

女子_大学進学率（現役） 女子_短期大学進学率（現役） 女子_専門学校進学率（現役）

■女子は、大学進学率が14.0ポイント上昇（2014年30.6％→2023年44.6％）
一方、短期大学は3.5ポイント低下（2014年9.3％→2023年5.8％）、
専門学校が0.4ポイント低下（2014年28.9％→2023年28.5％）

進学者数
・大学は、2014年6,656人→2023年8,102人（1,446人増加）と、21.7％増加。
・短期大学は、2014年2,024人→2023年1,054人（970人減少）と、47.9％減少。
・専門学校は、2014年6,306人→2022年5,178人（1,128人減少）と、17.9％減少。
進学率（現役）
・大学は、2014年30.6％→2023年44.6％（14.0ポイント上昇）。
・短期大学は、2014年9.3％→2023年5.8％（3.5ポイント低下）。
・専門学校は、2014年28.9％→2023年28.5％（0.4ポイント低下）。

進学者数・進学率（現役）の推移 （女子：北海道：2014～2023年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・卒業者数 ：高等学校卒業した人数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校（※）に進学した人数
・進学率（現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校（※））÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）
※専門学校＝専修学校専門課程
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■大学は、2014年68.4％→2023年65.6％（2.8ポイント低下）
短期大学は、2014年89.5％→2023年86.5％（3.0ポイント低下）

地元残留率の推移 （全体：北海道：2014～2023年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・残留率 ：地元（北海道）の大学・短期大学入学者数のうち地元（北海道）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

残留率 68.4 68.3 67.1 67.2 66.9 67.6 66.9 67.3 67.1 65.6

指数 100.0 99.9 98.1 98.2 97.8 98.8 97.8 98.4 98.1 95.9

残留率 89.5 88.6 88.3 89.2 88.1 87.5 88.5 89.5 89.3 86.5

指数 100.0 99.0 98.7 99.7 98.4 97.8 98.9 100.0 99.8 96.6

北海道

大学

短期大学

40.0

60.0

80.0

100.0
残留率（％） 全体_大学残留率 全体_短期大学残留率
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2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

残留率 70.3 69.3 68.4 67.7 67.3 68.3 67.3 67.9 67.1 66.6

指数 100.0 98.6 97.3 96.3 95.7 97.2 95.7 96.6 95.4 94.7

残留率 89.5 89.4 88.9 90.1 89.2 88.3 89.8 90.5 90.0 87.5

指数 100.0 99.9 99.3 100.7 99.7 98.7 100.3 101.1 100.6 97.8

北海道

大学

短期大学

40.0

60.0

80.0

100.0
残留率（％） 女子_大学残留率 女子_短期大学残留率

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

残留率 67.1 67.5 66.1 66.8 66.6 67.1 66.5 66.8 67.1 64.8

指数 100.0 100.6 98.5 99.6 99.3 100.0 99.1 99.6 100.0 96.6

残留率 89.3 83.7 84.3 83.7 81.1 82.4 79.2 82.2 83.2 79.1

指数 100.0 93.7 94.4 93.7 90.8 92.3 88.7 92.0 93.2 88.6

北海道

大学

短期大学

40.0

60.0

80.0

100.0

残留率（％） 男子_大学残留率 男子_短期大学残留率

■男子では大学が、2014年67.1％→2023年64.8％（2.3ポイント低下）
短期大学は、2014年89.3％→2023年79.1％（10.2ポイント低下）

■女子では大学が、2014年70.3％→2023年66.6％（3.7ポイント低下）
短期大学は、2014年89.5％→2023年87.5％（2.0ポイント低下）

地元残留率の推移 （男子・女子：北海道：2014～2023年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・残留率 ：地元（北海道）の大学・短期大学入学者数のうち地元（北海道）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）

資料６

19



9

北海道エリア概要（全体）

北海道

学校数
大学 ：37 （国立 7・公立 7・私立 23）
短期大学 ：14 （公立 1・私立 13）
専門学校 ：142（国立 1・公立 16・私立 125）

卒業者数
2014年43,574人→2023年36,588人（6,986人減少）

進学者数
大学 ：2014年15,480人→2023年17,603人（2,123人増加）
短期大学：2014年 2,333人→2023年 1,187人（1,146人減少）
専門学校：2014年10,385人→2023年 8,404人（1,981人減少）

進学率（現役）
大学 ：2014年35.5％→2023年48.1％（12.6ポイント上昇）
短期大学：2014年 5.4％→2023年 3.2％（ 2.2ポイント低下）
専門学校：2014年23.8％→2023年23.0％（ 0.8ポイント低下）

残留率
大学 ：2014年68.4％→2023年65.6％（2.8ポイント低下）
短期大学：2014年89.5％→2023年86.5％（3.0ポイント低下）

入学者流入元 ※地元は除く

大学 ：1位東京（561人）、2位青森（360人）、3位神奈川（307人）
短期大学：1位東京（ 40人）、2位千葉（ 29人）、3位神奈川（ 28人）

入学者流出先 ※地元は除く

大学 ：1位東京（2,298人）、2位神奈川（687人）、3位大阪 （474人）
短期大学：1位東京（ 53人）、2位大阪 （ 19人）、3位神奈川・兵庫（17人）

・学校数 ：大学・短期大学は本部の所在地 （2023年学校基本調査より）
・卒業者数 ：高等学校卒業した人数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校（※）に進学した人数
・進学率（現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校（※））÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）
・残留率 ：自県内（地元）の大学・短期大学入学者数のうち自県内（地元）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）
・流入 ：自県内（地元）の大学・短期大学に入学したうち、自県以外（地元以外）の高校出身者が大学・短期大学に入学したこと（浪人含）
・流出 ：自県内（地元）の高校出身者が大学・短期大学に入学したうち、自県以外（地元以外）の大学・短期大学に入学したこと（浪人含）

※専門学校＝専修学校専門課程
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真栄キャンパス 

札幌市清田区真栄 434-1 

アンデルセン福祉村 

交通アクセス 

＊地下鉄東豊線「福住」駅から 

[路線バス] 

中央バス有明線 福 87「アンデ

ルセン福祉村 3丁目」バス停下

車すぐ(約 25 分) 

[ｽｸｰﾙﾊﾞｽ]2022 年 4 月から運行中 

月寒本キャンパス 

札幌市豊平区月寒東 3条 11丁目 

1 番 50 号 

交通アクセス 

＊地下鉄東西線「南郷 13丁目」

駅から徒歩約 13分 

＊地下鉄東豊線「福住」駅から

徒歩約 13 分 

＊地下鉄東豊線「月寒中央」駅

から徒歩約 15 分 

札幌中心部からも約 25 分で通う

ことができる 

本学の真栄キャンパスマップ・月寒本キャンパスマップ 
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  令和７年６月吉日 

教職員の皆様  

  日本医療大学 事務局 

   

   

 アンケート調査へのご協力のお願い  

   

   日頃より、貴校の皆様には大変お世話になっておりますこと、心より御礼申し上げます。 

   さて、日本医療大学では、令和８年(2026 年)４月に、「心理」を中心に据えた人材育成の為に新たに 

「ヒュ－マンデザイン学部共生社会デザイン学科」（仮称）を、併せて、医療機関等で組織の運営管理や 

課題解決が出来る人材を育成のために新たに「医療 DX マネジメント学科」（仮称）を別紙「設置計画に 

係る概要」のとおり設置する予定です。 

その準備の一環といたしまして、皆様のニーズにマッチングさせるためにアンケート調査を実施し、 

より良い学部学科を創設したいと考えています。高校 3 年生生の皆様の率直な意見を頂戴し、 

これから必要となる人材育成の参考にしたいと考えます。 

つきましては、お忙しいところ大変申し訳ございませんが、本調査へのご協力をお願い致します。 
 

 

 

                      記 

 

   １．調査期間及び回答方法 

      ※６月２０日（金）まで に、高校 3 年生にリーフレットの配付や掲示等を行っていただき 

「高校生用アンケート調査」について、QR コードを読み取ってご回答くださいますよう 

お願いいたします。 

  
 

 

２．この件についてのお問い合わせ先 

     〒062-0053 札幌市豊平区月寒 3 条 11 丁目 1 番 50 号 

     日本医療大学事務局企画法務グループ 

     ℡ 011₋351-6100 
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総合的なIT教育
IT、情報セキュリティ、DXからAIの基礎・応用を包括的に学び、医療における
デジタル技術を活用した仕事の最適化や意思決定支援のスキルを習得します。

プロジェクトマネジメントの実践
講義や演習を通じて、プロジェクトマネジメントや経営の知識を深め、現場での
問題解決能力を養います。医療DX推進の企画・運営・評価を実践的に学び、即戦力
として活躍できる人材を育成します。

少子高齢化への対応
少子化により生産年齢人口の減少を見据えた医療改革をリードするため、医療DXを
活用した業務効率化や医療・患者ケアの質向上を目指します。

学科の特徴

医療DX（デジタルトランスフォーメーション）とは何か？

「紙」の
カルテ

医療・看護の質
向上

いつも
患者のそばで
看護ができる
ようになる

スマホで
どこでも
入力・閲覧

患者の変化に
気づき
やすくなる

DX
デジタル化 課題の可視化

デジタル
トランスフォーメーション

ヒューマンデザイン学部（仮称）

医療DXマネジメント学科（仮称）

2026年4月 開設予定 設置構想中

医療の課題をデジタルで変える！
新時代のリーダーになろう

学科の概要

◆ 開設時期：2026（令和8）年 4月（予定）
◆ 修業年限：4年
◆ 入学定員：40名（学科収容定員：160名 予定）
◆ 取得学位：学士（福祉経営学）
◆ 養成する人材像：
①医療機関など組織の運営管理や課題解決ができる人材
②医療をはじめとするサービスの開発と維持ができる人材
③地域社会の課題解決や地域づくりに貢献できる人材

◆設置の理念

医療DXやAIなどの情報の専門知識・技能を
用いて、医療機関など組織の運営管理、
サービス開発を実践的に学び、地域づくり
に貢献し、地域包括ケアを推進できる人材
の養成を目的とする学科です。

資料10
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月寒本キャンパス

アドミッションポリシー

系統立てたカリキュラム ～ 情報の基礎から応用へ ～

◆ 段階的なスキルアップ：情報リテラシーの基礎を身につけ、さらに専門知識を深めるように構成しています。
◆ 医療情報に特化： 電子カルテなど医療現場で不可欠な情報技術に焦点をあて、卒業後に即戦力として活躍

できる専門性を養います。
◆ 幅広い分野を網羅: プログラミングやAI、ユニバーサルデザイン（UD）&アクセシビリティ、行政システムなど、

幅広い分野を学ぶことができ、変化の激しい医療IT業界で柔軟に対応できる人材を育成します。
◆ 実践的な学び: 医療システムなど具体的な事例を通して、理論だけでなく実践的なスキルも身につけることが

でき、データサイエンスやビッグデータ分析を通して、医療現場での課題解決に貢献できる
能力を養います。

◆ 最新技術への対応: 人工知能やビッグデータなど、医療分野の最新技術を学ぶことで、将来の医療を担う人材を
育成します。

資格取得

学納金

◆ ITパスポート（国家資格）: ITに関する基礎的な知識を証明する資格
◆ 基本情報技術者（国家資格）: ITエンジニアとしての実践的な活用能力を証明する資格
◆ 情報セキュリティマネジメント（国家資格）:  情報セキュリティの対策やマネジメントの能力を証明する資格
◆ 医療情報技師（学会認定）: 医学医療・情報処理技術・病院情報システムの分野の知識を証明する資格
◆ 医療経営士（協会認定）：医療機関をマネジメントする上で必要な医療や経営に関する知識・能力を有する人材を育成する資格

進路

◆ 医療機関： 病院情報システムの企画・導入・保守などを行う医療情報部門。医療情報を基に経営分析して企
画を行う経営企画部門。大学病院や研究施設での研究支援部門など

◆ 企 業： 医療系のシステムエンジニア、システムインテグレータ、プログラマーなどの開発部門
◆ 行 政： 医療DX推進に関わる行政などの医療政策部門

競合する大学（学部学科）

北海道科学大学（情報科学部情報科学科）
北海情報大学（医療情報学部医療情報学科）
東北福祉大学（健康科学部医療経営管理学科）

１.マネジメントに関する専門的知識を習得出来る基礎学力を持つ人
２.情報技術とマネジメントについて実践的な知識と技術を学びたい人
３.組織のマネジメントについて論理立てて考える力がある人
４.新しいサービスやビジネスの企画に取り組む意欲のある人
５.地域共生社会の実現に貢献するため、多様な人々と

コミュニケーションが図れる人

アンケートの回答はQRコードから（高校生用）
回答は3分程度です

↓

◆ 入学金（初年度） 300,000円

◆ 授業料（年額） 1,200,000円

◆ 施設費等（年額） 100,000円

◆ 初年度納入金 1,600,000円

◆ 2年次以降（年額） 1,400,000円
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2026年4月開設予定

ヒューマンデザイン学部

共生社会デザイン学科

日本医療大学月寒本キャンパスに「心理」系学科が誕生します

仮称・設置構想中

学位：学士(社会福祉学)

修業年限：4年

入学定員：80人

(収容定員３２０人)

（設置構想中）

〈月寒本キャンパス〉

心

理

× 共 生 社 会
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共生社会デザイン学科の概要（変更となることがあります)

アドミッションポリシー
(入学者受入方針)

１．保健・医療・福祉に関わる専門的知識を学べる基礎学力を有する人
２．差別や偏見をなくし、共生社会の実現のために貢献したいと思う人
３．自立困難な人や生活のしづらさを抱えている人の人生を豊かにで
きる人
４．社会福祉施設や医療機関等の組織のマネジメントや支援システムの
運営管理に関心のある人
５．サービスの開発・企画や地域の課題解決を考える力がある人

学納金(変更になることがあります)

入学金（初年度） 300,000円

授業料（年額） 800,000円

施設費等（年額） 100,000円

初年度納入金 1,200,000円

2年次以降(年額) １,２00,000円

設置の理念・養成する人材像

「心理」の視点を中心に据え、社会学・精神保健福
祉学・社会福祉学を基盤に、共生社会のあり様や
デザインを多角的に思慮しながら、支援を必要と
する人々へ「包括的・重層的な支援」を提供できる
人材養成を目的とします。
現代の多様化・複雑化する人々の支援ニーズに
対応するため、公認心理師・認定心理士・社会福祉
士・精神保健福祉士等の養成を行います。

競合する大学等

札幌学院大学 心理学部臨床心理学科

北星学園大学 社会福祉学部心理学科

北星学園大学 社会福祉学部社会福祉学科

北海道医療大学 心理科学部臨床心理学科

北翔大学 教育文化学部心理カウンセリング学科

多様な学びの創造する６つのコース
(内容は変更になることがあります)

1．心理臨床コース
⇒公認心理師科目を履修し、心理専門職を目指します。

２．認定心理士コース
⇒心理に関する基礎知識と基礎技術の習得を目指します。

３．公務員コース
⇒児童相談所、役所等の心理・福祉系公務員を目指します。

４．メンタルヘルスデザインコース
⇒精神保健福祉士の資格を取得し、メンタルヘルス上の課題
を抱える人への支援に携わるソーシャルワーカーを目指しま
す。

５．ソーシャルワークコース
⇒社会福祉士の資格を取得し、医療機関や高齢・障害福祉領
域、社会福祉協議会等のソーシャルワーカーを目指します。

６．こども・家庭支援コース
⇒子どもと家庭の支援を基盤に、予防的視点を持って支援を
構築できる心理専門職・ソーシャルワーカーを目指します。

高校生の皆様へのアンケートはこちら
回答は3分程度です
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  令和７年５月吉日 

人事ご担当者 様  

  日本医療大学 事務局 

   

   

 アンケート調査へのご協力のお願い アンケート調査へのご協力のお願い 

   

   日頃より、貴事業所の皆様には大変お世話になっておりますこと、心より御礼申し上げます。 

   さて、日本医療大学では、令和８年(2026 年)４月に、「心理」を中心に据えた人材育成の為に新たに 

「ヒュ－マンデザイン学部共生社会デザイン学科」（仮称）を、併せて、医療機関等で組織の運営管理や 

課題解決が出来る人材を育成のために新たに「医療DXマネジメント学科」（仮称）を別紙「設置計画に 

係る概要」のとおり設置する予定です。 
 

   その準備の一環といたしまして、皆様のニーズ等を把握いたしたく、別紙「事業所の採用意向について 

のアンケート調査」を実施させていただき、皆様のご期待に沿える新学科の設置に繋げて参りたいと考え 

  ております。  

   つきましては、別紙「事業所の採用意向についてのアンケート調査」（アンケートは 2 種類です）に 

ついて、QR コードを読み取っていただくか下記の URL からご回答お願い申し上げます。 

（回答は 3 分程度です） 
 

     共生社会デザイン学科用 ⇨  https://forms.gle/yvvvYfgKYMbEStb69 

医療 DX マネジメント学科用 ⇨  https://qr.paps.jp/fVDQq 
 

   

        記  

   

    ご回答期間・及び返答方法 

   ※６月１２日（金）までに、アンケートサイトよりご回答願います。 

  よろしくお願いいたします。 

     

この件についてのお問い合わせ先 

   〒062-0053 札幌市豊平区月寒 3 条 11 丁目 1 番 50 号 

   日本医療大学事務局企画法務グループ 

   ℡ 011₋351-6100 
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